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二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況
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1301 02071 事務 総合調整等業務 －

職員の服務・研修、道議会事務、文
書事務、予算・決算等課内の庶務に
関する事務全般及び各種会議、関
与団体、後援依頼に関する事務

地域戦
略課

0 0 0 4.5 2.6 7.1 55,451 現状維
持

引き続き、職員の服務・研修、道議
会事務、文書事務、予算・決算等課
内の庶務に関する事務全般及び各
種会議、関与団体、後援依頼に関
する事務を行う。

－ － － － － － － － 現状維
持

1302 02071 一般
地方創生対策推進費（「北海道創生
総合戦略」推進事業費）

②

「北海道創生総合戦略」について、
実施状況を検証し、必要に応じて見
直すＰＤＣＡサイクルを確立すること
により実効性ある推進を図る。

地域戦
略課

0 4,490 4,490 2.2 2.2 4.4 38,854
現状維

持

協議会や幹事会などを、可能な範
囲で、対面形式からオンライン形式
に変更するなどして事業を実施。
今後も、引き続き、対面での接触機
会の低減を検討した上で事業を実
施する。

－ ④ ①
北海道創生協議会を可能な範囲
で、オンライン開催に振り替えたこと
により見直し済み。

－ ⑥ ①
北海道創生協議会を可能な範囲
で、オンライン開催に振り替えたこと
により見直し済み。

○ ①
既に庁舎外との協議会等をオンライ
ンで実施するなど、接触機会の低減
等を図っている。

現状維
持

1306 - 事務 北海道創生プラットフォーム事業 ②

道内市町村の地域創生プロジェクト
に対し、金融機関や北海道ゆかりの
団体等と連携しながら、助言等を実
施。

地域戦
略課

0 0 0 2.2 2.2 4.4 34,364 現状維
持

今後も、道内市町村の地域創生プ
ロジェクトを、企業等とも連携しなが
ら多様な手法により支援することが
必要。

－ ④ ①
事業内容において、すでに、可能な
範囲でオンライン形式での開催とし
ており、見直し済み。

－ ⑥ ①
事業内容において、すでに、可能な
範囲でオンライン形式での開催とし
ており、見直し済み。

○ ①
庁舎外との協議会等のオンラインで
の実施を検討するなど、接触機会
の低減等を図る。

現状維
持

1314 02071 一般
地方創生対策推進費（関係人口創
出・拡大事業）

①

北海道の魅力や北海道への関わり
方の情報提供を行う「ほっかいどう
応援フェア」を開催するとともに、地
域のニーズと地域との関わりに興
味・関心を持つ札幌市民とを関係人
口としてつなぐ仕組みを構築する。

地域戦
略課

0 8,014 4,007 1.3 0.8 2.1 24,415 拡充

R2、R3と、道内の関係人口のすそ
野の拡大に資する事業を展開して
いるが、すそ野の拡大とともに、関
係人口の増大に向けた展開を図る
ため、事業規模の拡大が必要。

－ ④ ①
事業内容において、すでに、可能な
範囲でオンライン形式での開催とし
ており、見直し済み。

－ ⑥ ①
事業内容において、すでに、可能な
範囲でオンライン形式での開催とし
ており、見直し済み。

○ ①
庁舎外との協議会等のオンラインで
の実施を検討するなど、接触機会
の低減等を図る。

拡充

1308 02071 一般
地方創生対策推進費（地域政策立
案形成費）

②

市町村との緊密な連携・協働によ
り、地域に根ざした政策を企画立案
するため、振興局と市町村との協働
政策検討等を実施する。

地域戦
略課

0 734 734 1.3 6.8 8.1 63,995
現状維

持

引き続き、振興局と市町村の協働プ
ロジェクトのブラッシュアップや新た
な施策検討を行う「振興局と市町村
との協働政策検討会」を実施する。

－ ④ ②
必要に応じて、オンラインによる開
催を検討

－ ⑥ ②
必要に応じて、オンラインによる開
催を検討

○ ②
コロナウイルスの感染状況を踏ま
え、オンラインによる会議等の実施
を検討

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

対応可能な会議等の開催について
は、ゼロカーボン北海道及び
Society5.0の推進に向けたオンライ
ンによる取組を実施する。

1310 02071 一般
地方創生対策推進費（地域連携推
進費）

①

北海道地域振興条例の地域計画で
ある「連携地域別政策展開方針」を
振興局が中心となって推進する。ま
た、各地域における先進事例を紹介
する情報誌を発行する。

地域戦
略課

0 4,673 4,673 1.8 9.6 11.4 93,707 現状維
持

引き続き、振興局が市町村等ととも
に「連携地域別政策展開方針」の効
果的な推進管理を行う。地方創生
の推進に必要な情報を共有するた
め、引き続き、各地域における先進
事例を紹介する情報誌を発行する。

－ ①②③④⑤ ①

「連携地域別政策展開方針」は、市
町村長等が参集する「地域づくり連
携会議」において点検・評価を行っ
ており、対面での開催の重要性につ
いて配慮が必要。
各地域における先進事例を紹介す
る情報誌において、ゼロカーボンに
係る取組紹介やテーマ設定を検
討。なお、冊子作成は最小限とし、
冊子の電子化を実施済

－ ⑦ ①

「連携地域別政策展開方針」は、市
町村長等が参集する「地域づくり連
携会議」において点検・評価を行っ
ており、対面での開催の重要性につ
いて配慮が必要。
各地域における先進事例を紹介す
る情報誌において、Society5.0に係
る取組紹介やテーマ設定を検討。な
お、冊子作成は最小限とし、冊子の
電子化を実施済

○ ①

「連携地域別政策展開方針」は、市
町村長等が参集する「地域づくり連
携会議」において点検・評価を行っ
ており、対面での開催の重要性につ
いて配慮が必要。
各地域における先進事例を紹介す
る情報誌において、冊子作成は最
小限とし、冊子の電子化を実施済

現状維
持

1312 02071 事務
北海道地域振興条例及び市町村へ
の職員派遣に関すること

－

条例に基づく地域振興に関する総
合調整及び職員派遣推進方針の策
定、地域振興に関する職員派遣制
度の運用等

地域戦
略課

0 0 0 0.8 1.8 2.6 20,306 現状維
持

引き続き、振興局長が市町村長の
意向を踏まえながら「地域振興派
遣」による職員派遣を行う。

－ － － － － － － － 現状維
持

1404 02071 一般 知事の地域訪問 ②

知事が地域を訪問し、市町村長や
地域づくり実践者等との対話や懇
談、先進事例の視察などを通して地
域課題等を共有し、解決に向けた効
果的・効率的な事業実施につなげる
ことで、地域の特性や資源を活かし
た地域づくりを推進する。

地域戦
略課

0 2,198 2,198 1.0 2.8 3.8 31,876
現状維

持

基本的には、現地に赴き直接見聞
することが重要と考えるが、コロナ
ウイルスの感染状況なども踏まえ、
オンラインによる実施も検討する。

－ ④ ②
必要に応じてオンラインによる実施
を検討する。

－ ⑥ ②
必要に応じてオンラインによる実施
を検討する。

○ ②
コロナウイルスの感染状況なども踏
まえ、オンラインによる実施を検討
する。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

対応可能な行事については、ゼロ
カーボン北海道及びSociety5.0の推
進に向けたオンラインによる取組を
実施する。

1313 02071 事務 その他地域との調整に関すること ② 各地域の総合開発期成会窓口との
連絡などを行う。

地域戦
略課

0 0 0 1.3 4.3 5.6 43,736 現状維
持

先方の希望に応じ、柔軟に対応す
ることが重要であり、直接対面での
要望実施のほか、感染症対策を踏
まえ、郵送による要望やオンライン
による対応を受け付けている。

－ ④ ①

先方の希望に応じ、柔軟に対応す
ることが重要であり、必要に応じて
オンラインによる対応を受け付けて
いる。

－ ⑦ ①

先方の希望に応じ、柔軟に対応す
ることが重要であり、必要に応じて
オンラインによる対応を受け付けて
いる。

○ ① 郵送による要望やオンラインによる
対応を受け付けている。

現状維
持

1401 02071 事務 総合調整等業務 －

職員の服務・研修、道議会事務、文
書事務、予算・決算等課内の庶務に
関する事務全般及び各種会議、関
与団体、後援依頼に関する事務

地域政
策課

0 0 0 2.5 3.1 5.6 43,736 現状維
持

引き続き、課内の庶務に関する事
務等を継続する必要があるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

1402 02071 一般
地域政策総合推進費（青函圏交流・
連携促進費）

②
多様な主体による取組の裾野を更
に広げながら、道南地域と青森県と
の交流・連携を推進する。

地域政
策課

0 340 340 0.6 1.3 1.9 15,179 現状維
持

引き続き、道南地域や青森県との
交流連携が必要であるため。

－ ④ ①
会議等の開催にあたり、すでに必要
に応じてオンラインを活用している
ため。

－ ⑥ ①
会議等の開催にあたり、すでに必要
に応じてオンラインを活用している
ため。

○ ①

事業の性質上、全てを非接触にす
ることは困難だが、可能な限りオン
ラインを含めた開催を検討し、接触
機会を低減。

現状維
持

1405 02071 一般
地域づくり推進費（地域づくり総合
交付金）

⑦

市町村等が行う地域課題の解決や
地域活性化を目的とした取組などに
対し、総合振興局・振興局が交付金
を交付する。

地域政
策課

0 4,580,000 4,480,000 1.5 10.8 12.3 4,676,063 拡充

新型コロナウイルス感染症の影響
を受けた地域の活力の回復に向
け、市町村等から道への支援要望
が増加すると考えられるため、対象
事業や事業費の拡充等による対応
が必要。

○ ①
② ②
市町村等が行うゼロカーボンの推
進に資する取組の優先採択化等を
検討。

－ ⑦ ②
市町村等が行うSociety5.0の推進に
資する取組の優先採択化等を検
討。

○ ①

令和３年度に、「新型コロナウイルス
感染症対策推進事業」を創設し、市
町村等が行う地域活性化を目的とし
て取り組む「新北海道スタイル」を踏
まえた事業を支援。

○

　令和２年度に国の地方創生推進
交付金による先駆的な取組を行っ
た市町村を対象に、関連する単独
事業への上乗せ支援などの制度改
正を行ったところであり、今後とも制
度改正の成果や北海道創生総合戦
略（地域戦略）の推進に資する事業
の状況を注視しながら、同戦略への
誘導を図っていく。
　また、市町村等に対しては、事業
相談の機会を通じて適切な提案等
を行い、本制度の効果的、効率的な
執行に寄与する事業の実施を推進
していく。

・制度改正の成果を適宜把握し、引
き続き、北海道創生総合戦略（地域
戦略）の推進に資する事業への誘
導を図るなど、より効果的な事業実
施に取り組むこと。財源の有効活用
や交付金の充足率の向上の観点な
どから、制度の見直しに向けた関係
団体との協議を確実に進めること。

・ゼロカーボン北海道実現の観点か
ら、地域支援において、地域の脱炭
素化と経済の活性化、レジリエンス
の向上の同時達成をめざし、地域
資源を最大限活用した自立・分散型
社会の形成をより一層促進できるよ
う、事業内容を検討すること。

・補助事業における、脱炭素化や
Society5.0の推進に資する取組に関
する補助メニューの追加や、補助採
択要件への追加など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

拡充 ○ ○

・今後とも制度改正の成果や北海道
創生総合戦略（地域戦略）の推進に
資する事業の状況を注視しながら、
同戦略への誘導を図っていく。
また、市町村等に対しては、事業相
談の機会を通じて適切な提案等を
行い、本制度の効果的、効率的な
活用を推進していく。

・市町村等が行うゼロカーボン北海
道の推進に資する取組を支援する
ため、支援メニューの追加等を行
う。

・市町村等が行うゼロカーボン北海
道や北海道Society5.0の推進に資
する取組を支援するため、支援メ
ニューの追加等を行う。

1406 02071 一般
地域づくり推進費（地域力向上サ
ポート事業費）

①
多様な主体と連携しながらのサポー
ト活動や研修会を通じて、地域の主
体的な取組を支援する。

地域政
策課

0 552 552 0.6 1.8 2.4 19,296 現状維
持

引き続き多様な主体と連携しながら
のサポート活動や研修会を通じて、
地域の主体的な取組を支援するこ
とが必要であるため。

－ ④ ① 研修会をオンラインにより開催する
などして対応済み。

－ ⑥ ① 研修会をオンラインにより開催する
などして対応済み。

○ ①

事業の性質から全てを非接触とす
ることは困難であるが、企画の調
整、実施にあたっては可能な限り非
接触型としている。

現状維
持

1409 02071 一般
地域づくり推進費（道内避難者心の
ケア事業）

④

避難生活の長期化に伴い、精神面
や身体の不調を訴える避難者に対
し、安心して避難生活を送れるよう、
避難者の心のケアに向けた取組を
推進する。

地域政
策課

0 14,322 0 0.6 2.6 3.2 39,314 現状維
持

引き続き、避難者の心のケアに向け
た取組を継続する必要があるため。

－ ④ ① 相談会のオンライン開催等により、
見直し済み。

－ ⑥ ① 相談会のオンライン開催等により、
見直し済み。

○ ①
すでに相談会のオンライン開催等に
より、コロナ禍の状況に応じた事業
内容の見直しを図った。

現状維
持

1410 02071 一般
特定地域政策推進費（特定地域政
策推進事業費）

②
条件不利地域の振興・発展、住民
生活の安定を図るため、国の法律
や制度に基づく各施策を実施する。

地域政
策課

0 1,928 1,928 0.8 2.3 3.1 26,139 現状維
持

引き続き、国の法律や施策に基づく
各施策を実施する必要があるため。

－ ④ ①
会議等の開催にあたり、すでに必要
に応じてオンラインを活用している
ため。

－ ⑥ ①
会議等の開催にあたり、すでに必要
に応じてオンラインを活用している
ため。

○ ①

事業の性質上、全てを非接触にす
ることは困難だが、可能な限りオン
ラインを含めた開催を検討し、接触
機会を低減。

現状維
持

1412 02071 一般
特定地域政策推進費（離島振興対
策事業費補助金）

②

道内離島地域の本土とのプロパン
ガス価格是正のため、運送経費に
対する助成を行い、離島地域住民
の生活の安定を図る。

地域政
策課

0 5,270 5,270 0.8 2.3 3.1 29,481 現状維
持

引き続き、離島地域の住民の生活
安定のために実施する必要がある
ため。

－ ④ ①
会議等の開催にあたり、すでに必要
に応じてオンラインを活用している
ため。

－ ⑥ ①
会議等の開催にあたり、すでに必要
に応じてオンラインを活用している
ため。

○ ①

事業の性質上、全てを非接触にす
ることは困難だが、可能な限りオン
ラインを含めた開催を検討し、接触
機会を低減。

現状維
持

1413 02071 一般
特定地域政策推進費（地域社会維
持推進交付金）

②

条件不利地域の振興・発展、住民
生活の安定を図るため、特定有人
国境離島地域住民に対する離島航
路・航空路の運賃低廉化に対する
助成を行う。

地域政
策課

0 136,896 41,968 0.8 2.3 3.1 161,107 現状維
持

引き続き、離島地域の住民の生活
安定のために実施する必要がある
ため。

－ ④ ①
会議等の開催にあたり、すでに必要
に応じてオンラインを活用している
ため。

－ ⑥ ①
会議等の開催にあたり、すでに必要
に応じてオンラインを活用している
ため。

○ ①

事業の性質上、全てを非接触にす
ることは困難だが、可能な限りオン
ラインを含めた開催を検討し、接触
機会を低減。

現状維
持

1415 02071 事務 地域づくり総合相談に関すること －

市町村や地域づくり活動を行う者か
らの多様な相談や要望に対応する
ための相談窓口を設置し、総合的な
支援策の検討・助言、情報提供等を
行う。

地域政
策課

0 0 0 0.3 1.6 1.9 14,839 現状維
持

引き続き、市町村等への総合的な
支援策の検討・助言、情報提供を行
う必要があるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ

カーボン

Ⅱ
Society

5.0

Ⅲ
新型

コロナ
ウイルス
感染症

次年度
方向性

重点点検事業 見直し

次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
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事務事業概要 課・局
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令和３年度　事務事業評価調書 02081

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

まちづくりの推進

一次政策評価

うち
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財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号
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【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続
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【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費
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【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他
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Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応

重点点検事業

見直し
状況

内容 該当 対応状況視点理由
計画等
位置
づけ

計画等
位置
づけ

視点
見直し
状況

理由 該当

1416 02071 事務
地域活性化事業の調整等に関する
こと

－

「地域経済循環創造事業交付金」な
ど地域活性化事業に係る取組を推
進するほか、各市町村が作成した
事業計画等を取りまとめ、国へ提出
する。

地域政
策課

0 0 0 0.4 2.3 2.7 21,087 現状維
持

引き続き地域活性化事業に係る取
組を推進するほか、各市町村が作
成した事業計画等を取りまとめ、国
へ提出する必要があるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

1417 02071 事務 辺地振興対策に関すること －
辺地法に基づく辺地計画を策定す
る市町村との協議などを行う。

地域政
策課

0 0 0 0.4 2.0 2.4 18,744
現状維

持
引き続き、国の法律や施策に基づく
各施策を実施する必要があるため。

－ － － － － － － －
現状維

持

1418 02071 事務
総務省・国土交通省所管の地域づく
り業務に関すること

－
国土交通省及び総務省が実施する
補助事業の申請書の取りまとめ、点
検等を行う。

地域政
策課

0 0 0 0.3 2.5 2.8 21,868 現状維
持

引き続き、国土交通省及び総務省
が実施する補助事業の申請書の取
りまとめ、点検等を行う。

－ － － － － － － － 現状維
持

1419 02071 事務 北海道遺産構想の推進 ②
「ＮＰＯ法人北海道遺産協議会」と連
携して北海道遺産のＰＲ等を行い、
構想の定着を図る。

地域政
策課

0 0 0 0.4 2.2 2.6 20,306 現状維
持

引き続きＮＰＯ法人北海道遺産協議
会と連携して、北海道遺産のＰＲを
行い構想の定着を図る必要がある
ため。

－ ④ ①
関係団体との調整等にあたり、すで
にオンライン会議システムを活用し
ているため。

－ ⑥ ①
関係団体との調整等にあたり、すで
にオンライン会議システムを活用し
ているため。

○ ①

事業の性質から全てを非接触とす
ることは困難であるが、企画の調
整、実施にあたっては可能な限り非
接触型としている。

現状維
持

1420 02071 事務
(一財)地域活性化センター及び(一
財)自治総合センター業務に関する
こと

－

本センターが行う各種助成や情報
発信事業に係る市町村等からの申
請に対して点検、選考を行うほか、
センターとの連絡調整を行う。

地域政
策課

0 0 0 0.3 2.7 3.0 23,430 現状維
持

引き続き本センターが行う各種助成
や情報発信事業に係る市町村等か
らの申請に対して点検、選考を行う
ほか、センターとの連絡調整を行う
必要があるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

1421 02071 事務
東日本大震災による被災地への支
援に関すること

－

東日本大震災に係る被災地の一日
も早い復旧・復興に向け、市町村や
関係団体等と連携し、被災地、被災
者に対する支援を行う。また、被災
地からの避難者の支援を行う。

地域政
策課

0 0 0 0.7 1.8 2.5 19,525 現状維
持

引き続き、復旧・復興に向け、市町
村や関係団体等と連携し、被災地、
被災者に対する支援を継続する必
要があるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

1422 02071 一般
ほっかいどう地域づくりチャレン
ジャーネットワーク推進事業費

①

道内各地で意欲的に地域づくりに
チャレンジしている方々を支援し、業
種や地域を越えた重層的なネット
ワークづくりを推進する。

地域政
策課

0 7,067 7,067 1.8 1.7 3.5 34,402
現状維

持

全道単位・各（総合）振興局単位で
のイベントは、対面方式やオンライ
ン方式を必要に応じて複合的に活
用し、地域づくりにチャレンジしてい
る方々の業種や地域を越えたネット
ワークづくりに引き続き取り組む。

－ ④ ①
イベント等を開催するに当たり、すで
に必要に応じてオンラインを活用し
ているため。

－ ⑥⑦ ①
イベント等を開催するに当たり、すで
に必要に応じてオンラインを活用し
ているため。

○ ①
R3当初で見直し済であり、引き続き
同様の内容で実施。

現状維
持

1423 02071 一般
地方創生対策推進費（北海道恐竜・
化石プロモーション事業）

②

恐竜・化石を活用し、地域の活性化
を図るため、その価値や魅力を発信
するとともに、博物館等の展示施設
への訪問を促進する取組を実施す
る。

地域政
策課

0 1,000 550 0.4 0.7 1.1 9,591 現状維
持

引き続き、博物館等の展示施設へ
の訪問を促進する取組を実施する
必要があるため。

－ ④ ①
関係団体との調整等にあたり、すで
にオンライン会議システムを活用し
ているため。

－ ⑥ ①
関係団体との調整等にあたり、すで
にオンライン会議システムを活用し
ているため。

○ ①

事業の性質から全てを非接触とす
ることは困難であるが、企画の調
整、実施にあたっては可能な限り非
接触型としている。

現状維
持

1424 02071 一般
地方創生対策推進費（北海道ヘリ
テージ活用推進事業）

②

道内各地域の「北海道遺産」「日本
遺産」を有効活用し、地域活性化を
図っていくため、道と関係市町村等
が一体となって魅力発信・周知ＰＲ
を実施する

地域政
策課

0 1,000 607 0.4 0.7 1.1 9,591
現状維

持

引き続き道内各地域の「北海道遺
産」「日本遺産」を有効活用し、地域
活性化を図っていくため、道と関係
市町村等が一体となって魅力発信・
周知ＰＲを実施する必要があるた
め。

－ ④ ①
関係団体との調整等にあたり、すで
にオンライン会議システムを活用し
ているため。

－ ⑥ ①
関係団体との調整等にあたり、すで
にオンライン会議システムを活用し
ているため。

○ ①

事業の性質から全てを非接触とす
ることは困難であるが、企画の調
整、実施にあたっては可能な限り非
接触型としている。

現状維
持

1426 02071 一般
地方創生対策推進費（北海道ジオ
パーク魅力発信コラボ事業）

②
関係団体との連携を通じて、道内の
ジオパークの魅力を広く発信するこ
とで対外的な認知度向上を図る

地域政
策課

0 933 733 0.6 0.9 1.5 12,648 現状維
持

引き続き関係団体との連携を通じ
て、道内のジオパークの魅力を広く
発信することで対外的な認知度向
上を図る必要があるため。

－ ④ ①
関係団体との調整等にあたり、すで
にオンライン会議システムを活用し
ているため。

－ ⑥ ①
関係団体との調整等にあたり、すで
にオンライン会議システムを活用し
ているため。

○ ①

事業の性質から全てを非接触とす
ることは困難であるが、企画の調
整、実施にあたっては可能な限り非
接触型としている。

現状維
持

1311 02071 一般
地域づくり推進費（自転車活用等促
進事業）

②
「北海道自転車条例」に掲げる基本
施策を計画的かつ総合的に推進す
る。

地域政
策課

0 12,996 8,096 2.0 0.7 2.7 34,083
現状維

持

引き続き、新型コロナウイルス感染
症の状況やサイクルイベントとして
効果的な時期など、適期を柔軟に
捉えながら、意欲のある地域関係者
や民間事業者等と連携した自転車
関連施策を総合的に展開する。

○ ④ ①
庁舎外の方との会議等について、オ
ンラインを活用しているため。

－ ⑥⑦ ①
庁内・庁舎外での会議等開催につ
いて、すでに必要に応じてオンライ
ンを活用しているため。

○ ①
R3当初で見直し済であり、引き続き
同様の内容で実施。

○

国内外の新型コロナウイルス感染
症の状況やサイクルイベントとして
効果的な時期など、適期を柔軟に
捉えながら、意欲のある地域関係者
や民間事業者等と連携した取組を
進める。

拡充

1425 02071 一般 胆振東部地震災害復興支援推進費 ②
胆振東部地震からの本格的な復
旧・復興に向けて、被災地や国・関
係機関との連携・調整

地域政
策課

0 3,383 3,383 2.0 0.8 2.8 25,251 現状維
持

引き続き、胆振東部地震からの復
旧・復興に向けて、被災地や国・関
係機関との連携・調整する必要があ
るため。

－ ④ ①

電話、メール等により対応可能なも
のについては、対応済。ただし、被
災地域に出向き現地確認、対面で
の打合せ実施の重要性には配慮が
必要。

－ ⑦ ①

電話、メール等により対応可能なも
のについては、対応済。ただし、被
災地域に出向き現地確認、対面で
の打合せ実施の重要性には配慮が
必要。

○ ① 出張の人数を減らずなどにより対応
済。

現状維
持

1304 02071 一般
ほっかいどう応援団会議運営事業
費

②
「ほっかいどう応援団会議」を通じ、
北海道の活性化に向けた取組を推
進する。

官民連
携推進
室

0 13,631 13,631 4.0 0.8 4.8 51,119
現状維

持

目標は概ね達成しているものの、引
き続き、官民連携の取組を行う必要
があるため。

－ ④ ①
会議等の開催にあたり、すでに必要
に応じてオンラインを活用している
ため。

－ ⑥⑦ ①

ほっかいどう応援団企業等との打合
せにあたってはオンライン会議シス
テムを活用している。
道内市町村とのセミナー等をオンラ
インで開催し、デジタルノウハウの
共有を図っている。

○ ①
ほっかいどう応援団企業等との打合
せをオンラインにより実施すること
で、接触機会の低減等を図る。

ゼロカーボン北海道実現の観点か
ら、地域支援において、地域の脱炭
素化と経済の活性化、レジリエンス
の向上の同時達成をめざし、地域
資源を最大限活用した自立・分散型
社会の形成をより一層促進できるよ
う、事業内容を検討すること。

現状維
持

ほっかいどう応援団企業等との情報
共有や道内市町村とのセミナー等
の開催などに対し、オンライン・デジ
タルツールを活用し、ゼロカーボン
北海道の取組を推進する。

1411 - 一般
特定地域政策推進費（集落総合対
策事業費）

②

集落機能の維持・確保に向けて、
「北海道における集落対策の方向
性」に基づき、地域の主体的な取組
による集落対策の促進を図る。

地域政
策課

0 2,484 2,484 1.5 2.8 4.3 36,067 ②
改善
（指標
分析）

買い物支援や生活交通の確保な
ど、日常生活に必要なサービスを確
保・維持していくための市町村の取
組を支援していく。

－ ④ ①
関係者との会議等について、オンラ
インを活用しているため。

－ ⑥⑦ ①
関係者との会議等について、オンラ
インを活用しているため。

○ ①
R3当初で見直し済であり、引き続き
同様の内容で実施。

○

集落や地域づくり関係者と有識者の
意見交換等の場である「元気なふる
さとづくり研究会」「元気なふるさと
づくり交流大会」「元気なふるさとづ
くりミーティング」については、感染
症の影響を踏まえながら、状況に応
じてオンライン形式や対面方式で開
催するなど取組を進める。

改善

　買い物支援や生活交通の確保など、日常生
活に必要なサービスを維持・確保していくため
の市町村の取組を支援していく。
　また、集落実態調査の結果等を踏まえなが
ら、人の交流促進や担い手の育成・確保の取
組を充実させ、集落の活性化に向けた支援を
行う。
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